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研究グループ会の取り組みについて
ーここ十数年の取り組みから一
甲斐章義• 井上優輝• 清水浩士・岩知道秀樹
ここでいう研究グループ会とは広島県高等学校教育研究会数学部会福山支部研究グループ会のことで
ある。略して研究グループ会ということにする。研究グループ会は昭和 55年には存在していたようであ
るが定かではない。現在の研究グループ会につながる活動として記録に残るのは昭和 58年で，当時は総
会の際に管理職や退職された先生方に講演をしていただいていたようであるが， 「自前で数学的な活動
がしたい」ということで研究グループ会の活動が始まったようである。我が校もこの研究グループ会の
活動に当初から携わっていたようである。私（甲斐）がこの研究グループ会に加わったのは平成 11年が
最初である。それ以前も広島地区で研究グループ会に所属して話題提供や発表を行っていたが，福山地
区に来てからはこの研究グループ会でほぼ欠かさずに話題提供や発表を行ってきている。ここではこの
研究グループ会の活動について報告したい。
1 . はじめに
平成 11年に私が福山の研究グループ会に参加し始め
た頃は福山工業高等学校（当時）の熊野先生が研究幹事
をされており， 7月から 2月まで月 1回 (8月と 1月は休
み）合計で年 6回の割合で開催されていた。当時は研究
幹事の熊野先生の勤務校である福山工業高等学校や公民
館の会議室などを借りて行われていた。当校を会場とし
て研究グループ会が行われ始めたのは平成 16年頃から
で，私が第2研究グループの研究幹事を務めていたとき
である。当時，場所などに係る費用は福山支部の研究費
から支出していたが，我が校を会場とすることで会場費
を無料で安定的に場所を提供できるということでそのよ
うに設定した。平成 12年に広島県教委から是正指導が入
り，公立高校教員全員加入が原則であった教育研究会が
個人の裁量によることとなり，そのあおりを受けた形で
研究グループ会の活動メンバーも大きく減少し，会によ
っては参加者が 3名ということもあったが，その後徐々
に持ち直していった。平成 17年頃には隔年で会の活動の
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まとめを作成することとなり，その翌年の平成 18年から
隔年で活動内容を冊子にして会員その他加盟校に配布し
ている。近年では福山支部における活動に刺激を受けて
近隣の尾道三原支部や呉支部においても研究グループ会
の活動が活発に行われるようになっていると伝え聞いて
いる。福山支部においても平成 22年からは第2研究グル
ープの研究幹事が当校の井上優輝となり，現在まで精力
的に活動を続けてきている。
2. 活動内容
研究グループ会ではほぼ毎回，「 1.話題提供」，「 2.
情報交換」， 「3. その他」の順で発表などが行われて
いる。話題提供では，実際に授業で取り組んだ事だけで
なく，面白い数学の話題や教材になりそうなもの，数学
の専門的な話まで幅広く話題を提供してもらっている。
この話題提供のところでほぼ欠かさずに発表を行ってき
ている。ここでは，記録が残る平成 18年度からの当校の
教員に関連する発表について振り返る。
平成 18年度
7月28日（金） 参加者8名
●数学A 「順列」の学習指導案
話題提供者 甲斐章義
【内容】順列 nPrの導入の授業の指導案の提示。
● 「解答を求む」 2月の問題の解答と 9月の間題
話題提供者 甲斐章義
【内容】当校校内で「解答を求む」として，月に 1回間
題を掲示して生徒に広く解答を求める取り組みをしてい
た。その 2月の問題の解答と新たな 9月の問題の提示。
●数学に対する興味• 関心を高める取り組み
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